
レ
ジ
メ 

１ 
初
代 
京
山
小
円 

 

■
は
大
阪
朝
日
新
聞(

朝
日
新
聞
ク
ロ
ス
サ
ー
チ) 

 
 

◎
は
大
阪
毎
日
新
聞(

毎
索) 

 
 

◆
は
『
浪
花
節
変
遷
史
』(

芝
清
之
編)

所
収
記
事 

 

■
明
治
三
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日 

➈
演
芸 

▲
八
千
代
座
は
来
る
二
十
六
日
よ
り
浮
連
節
の
大
会
を
催
す
こ
と
ゝ
し 

当
地
の
親
友
派
奨
励
会
二
代
目

広
沢
虎
吉
の
発
起
に
し
て 

集
む
る
演
芸
者
は
同
派
の
座
長
連
中
の
み 

前
後
に
あ
ら
ざ
る
大
会
に
て 

其
の
揚
り
高
を
武
徳
会
に
寄
付
す
る
よ
し 

演
題
左
の
如
し 

伊
賀
越
後
日
仇
討
（
広
沢
虎
二
郎
） 
勇
婦
板
額
（ 

姉
川
好
丸
） 

曽
我
物
語
（
中
川
伊
勢
吉
） 

一

休
怪
道
録
（
岡
本
鶴
治
） 

安
部
晴
明
記
（
広
沢
菊
円
） 

源
平
盛
衰
記
（
吉
田
奈
良
丸
） 

義
士
銘
々

伝
（
京
山
小
円
） 

難
波
戦
記
（
藤
川
友
春
）
（
三
味
線 

岡
本
亀
之
助 

広
瀬
栄
助
） 

■
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
三
日 

⑪
面 

演
芸 

▲
朝
日
座
の
京
山
小
円
一
座
は
毎
夜
午
後
五
時
開
演
の
筈
に
て 

初
日
の
演
目
は
「
越
前
大
評
定
」
「
勝

田
新
左
衛
門
の
伝
」 

◎
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
三
日 

 

➈
面 

演
芸
だ
よ
り 

 

朝
日
座
浪
花
節
京
山
小
円
一
座
は
愈
よ
本
日
午
後
五
時
よ
り
初
日
の
読
物
は
「
越
前
大
評
定
」
「
勝
田
伸

左
衛
門
の
記
」
〔
写
真
入
り
、
説
明
文
は
「
朝
日
座
出
演
の
浪
花
節 

京
山
小
円
」
〕 

■
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
五
日 

➈
面 

演
芸 

 

朝
日
座
の
浪
花
節
京
山
小
円
は
予
記
の
如
く
二
十
三
日
開
場 

非
常
な
る
好
景
気
に
て
見
る
〳
〵
満
員

と
な
り
ぬ…

…
…

 

 

■
◆
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
五
日 

近
来
メ
キ
〳
〵
頭
を
上
げ
て
講
演
、
義
太
夫
の
塁
を
摩ま

さ
う
と
す
る
の
は
浪
花
節
で
あ
る
、
浪
花
節
と
い

ふ
と
一
口
に
下
層
社
会
の
玩
び
物
の
や
う
に
心
得
る
者
が
多
い
が
、
近
来
は
大
分
上
流
社
会
に
帰
依
者

を
持
て
来
た
。
中
に
も
大
阪
で
は
京
山
小
円
を
推
す 

そ
の
小
円
が
一
昨
夜
か
ら
朝
日
座
で
興
行
す
る
、

小
円
の
浪
花
節
は
細
く
長
く
何
処
ま
で
も
続
く
声
で
義
太
夫
、
謡
、
筑
前
琵
琶
な
ど
の
妙
所
を
巧
に
応
用

調
和
す
る
、
そ
れ
で
他
の
浪
花
節
よ
り
変
化
が
多
い
、
雲
の
如
く
壮
大
な
処
が
な
い
代
り
に
艶
麗
な
処
が

あ
る
、
深
く
は
な
い
が
美
し
い
、
尚
十
分
に
研
究
し
た
ら
益
上
流
の
贔
屓
を
得
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
一

昨
夜
の
「
勝
田
新
左
衛
門
」
伝
抔
は
最
も
彼
の
妙
所
を
発
揮
し
て
居
た 

 

■
◆
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
七
日 

➈
面 

演
芸 

 

朝
日
座
の
京
山
小
円
は
初
日
以
来
連
夜
大
入
に
も
係
は
ら
ず 

二
十
九
日
限
り
閉
場
し 

二
月
一
日
よ

り
和
歌
山
紀
伊
国
座
へ
出
勤
す
る
事
に
取
極
め
し
が 

目
下
の
仕
打
は
一
日
よ
り
神
戸
大
国
座
に
て
興

行
せ
ん
と
云
ひ 

双
方
引
張
凧
レ
ジ
メ
の
所
へ 

岡
山
高
砂
座
よ
り
も
申
し
込
み
あ
り 

三
方
と
も
権

利
を
主
張
し
目
下
交
渉
中
な
り
と
い
ふ 

浪
花
節
全
盛
の
極
み
と
い
ふ
べ
し 

又
同
人
が
本
日
の
語
り



物
は
堀
部
安
兵
衛
伝
な
り 

 

◎
明
治
四
十
二
年
五
月
六
日 

➈
面 

記
事 

 
 

中
座
の
京
山
小
円 

 

一
昨
夜
よ
り
開
演
し
た
る
中
座
京
山
小
円
一
座
の
浪
花
節
は
曩
に
朝
日
座
に
於
て
数
日
間
大
入
満
員
の

好
人
気
な
り
し
だ
け 
今
回
も
ま
た
初
日
か
ら
評
判
よ
く 

当
夜
小
円
は
「
安
中
宗
三
郎
」
二
席
と
「
義

士
伝
の
勝
田
新
左
衛
門
」
を
語
り
た
り
、
安
中
は
恒
川
半
三
郎
が
其
重
役
久
保
田
伝
之
進
の
為
め
散
散
恥

辱
を
蒙
り
し
を 

下
郎
な
る
宗
三
郎
が
其
恥
辱
を
雪
ぐ
為
め
賊
を
働
く
処
を
カ
ゲ

〇

〇

と
し
て 

松
原
に
於

て
主
人
の
為
め
久
保
田
伝
之
進
を
討
つ
処
の
二
席
な
り
し
が 

例
の
婉
曲
な
る
節
廻
し
に
は
幾
度
と
な

く
聴
衆
は
拍
手
し
た
る
が 

各
種
の
人
物
を
夫
々
活
動
せ
し
め
る
点
は
同
人
の
特
色
と
も
云
ふ
べ
く 

京
阪
の
聴
衆
に
は
殊
更
能
く
適
り
し
語
り
口
な
り 

今
回
の
興
行
も
ま
た
大
入
を
占
む
る
事
な
ら
ん 

 

『
浪
花
節
名
鑑
』(

大
正
三
年
、
杉
岡
文
楽
堂)→

国
会 

 
 

図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ 

京
山
小
円 

 

本
名 

吉
田
松
吉 

 

十
八
番 

佐
倉
義
民
伝 

義
士
伝 

 

浪
界
の
三
大
傑
と
称
せ
ら
れ 

浪
花
節
の
改
善
に

苦
心
を
極
め
。
大
劇
場
の
壇
上
に
武
士
道
鼓
吹
を
呻

り
。
緞
帳
を
前
に
し
て
黒
羽
二
重
の
五
ツ
紋
。
白
扇
右

手
に
厳
と
立
つ
て
講
演
せ
し
む
る
に
至
つ
た
の
は
氏

の
与
る
処
で
あ
る
。 

 

氏
は
明
治
九
年
広
島
県
尾
道
市
十
四
日
町
に
生
る
。

幼
よ
り
芝
居
で
御
座
れ
浄
瑠
璃
で
御
座
れ 

遊
芸
と

云
ふ
遊
芸
を
好
み
。
芝
居
な
ら
其
台
詞 

浄
瑠
璃
な
ら

其
「
サ
ハ
リ
」
を
一
度
聞
け
ば
腹
に
収
む
。
八
歳
に
し

て
斯
界
の
人
と
な
り 

十
九
歳
に
し
て
。
大
真
打
と
な

り 

爾
来
二
十
年
間
一
方
の
覇
者 

否
な
浪
界
の
大

立
物
と
し
て
人
を
し
て
目
を
聳
立
た
し
む 

氏
が
壇

上
に
立
つ
て
語
り
出
さ
ば
。
自
分
を
忘
れ 

而
し
て
全

く
語
は
其
人
物
の
精
神
に
な
つ
て
了
ひ
。
聴
衆
を
し
て

魅
せ
し
む
。
其
節
廻
し
は
独
特
の
妙
味
に
し
て
。
節
と

声
の
調
摂
と
は
実
に
驚
嘆
の
外
な
き
天
恵
な
り
。 

下
図
は
「
東
西
浪
花
節
真
打
人
気
競
」(

大
正
十
四
年
、
文
楽
堂
杉
岡
惣
吉 

板) 

 


